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らにP.J.Cain and A.G.Hopkinsの”The Economic 
History Review”の論文なども、この時期のイギ
リスのアジアや日本に対する国際マーケティング
の必然性を明示してくれる。 
 このような内外の新しい研究動向を反映した内
田氏の研究であるが、しかしそれが新しい視点を
含むものであるだけに、合計６回にわたる審査委
員会で多くの疑問や批判も提示された。その主要
なもののみを列記する。(1)アメリカとイギリス
の歴史的環境条件の比較と相違を重視するなら、
売買商品の取引関係や販売経路（チャネル）だけ
でなく、アメリカよりもかなり早期に国際マーケ
ティングの展開を可能にした、ロンドンを頂点と
するピラミッド型の国際的通貨信用体制の構築や、
欧州からアジア・日本への直行船便の整備、さら
には電信の発達などの情報技術革新の研究が必要
である。(2)マーケティングの今日的な概念枠組
みの中心は、製品開発・価格政策・チャネル管
理・情報管理（広告）など、マーケティングの4P
政策と呼ばれる諸要因の統合的管理である。した
がって国際マーケティングの歴史的展開をフォ
ローする場合でも取引関係やチャネル管理だけで
なく、4Pのより統合的な視点からのアプローチが
要請される。(3)より基本的な問題として、提出 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文では内外の研究者の文献が多数参照されてい
るが、しかしそれらの多くは19世紀後半前後のイ
ギリスや日本の生（なま）の第１次的原資料では
ない。これらの原資料に立ち戻って考察を深める
ことが必要であり、これは困難な課題ではあるが、
しかし歴史的研究を深めるためには避けて通れぬ
課題である。 
 
 ただ、これらの問題点や課題の提起は、決して
本論文の欠陥のみを意味するものではなく、むし
ろ本論文の創造的で意欲的な性格を反映したもの
とも言える。内外の最近の研究動向に立脚して、
明確な問題提起と問題解決に向けての接近方法も
示されており、時間をかけた中・長期的な努力を
通じて、貴重で多大の学問的成果が期待できるも
のと考えられる。本論文はその第１歩を示すもの
であろう。 
 よって本論文は、博士（経営情報学）の学位を
授与するに値するものと認める。 
以上 
